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問合せ先 県教委家庭・地域教育課  電話 ０８５7（26）7521県教委高等学校課  電話 ０８５7（26）7786県教委小中学校課  電話 ０８５7（26）7935

問合せ先 県教委人権教育課  電話 ０８５7（26）7535

問合せ先問合せ先

韓国江原道との
児童生徒交流事業（派遣）

　本事業における
今年度の鳥取県児
童生徒交流団２５名
（小学生６名、中学
生・高校生各７名、
団長、引率教諭２名、通訳１名、事務局１名）が、
平成２４年９月１１日（火）から１４日（金）まで
の４日間、国際感覚の豊かな児童生徒の育成
を図ることを目的として韓国江原道を訪問し
ました。朴（パク）教育局長への表敬訪問の他、
マンデ初等学校、チャンチョン中学校、江原大学
校師範大学附設高等学校を訪問したり、ホーム
ステイを行ったりする中で児童・生徒との交流
を通じて相互理解を深めるとともに、原州和紙
博物館、国立春川博物館、春川アニメーション
博物館等を訪問し、学校以外の文化観光施設も
見学し、韓国文化の一端に触れることのできた
有意義な訪問になりました。

韓国江原道との
教員交流事業（来県）

　江原道教員交流団１０名（小学校２名、
中学校１名、高校５名、特別支援学校１名、
教育庁１名）が６月１７日（日）から２２日（
金）までの６日間鳥取県を訪問しました。
訪問期間中は、教育長への表敬訪問の他、
若桜学園、倉吉市立東中学校、米子工業高
等学校への訪問を行い、教員や児童・生徒
との交流を通じて相互理解を深めました。
　また、鳥取県立図書館、鳥取県立博物館、
むきばんだ史跡公園及び大山青年の家な
ど、学校以外の教育機関の状況も知ってい
ただきました。
　また、鳥取県教育委員会事務局や各校で
の意見交換会において、学力向上への方策、
生徒指導の状況、ＰＴＡ活動などについて意
見交換を行い、お互いが実り多い時間を過
ごしました。

ＰＴＡ交流
～江原道ＰＴＡ関係者来県～

平成24年 10月9日(火)～12日(金)平成24年 9月11日(火)～14日(金)

平成24年 6月17日(日)～22日(金)

　江原道の保護者団体等の役員計９名が小・中・高
等学校等を訪問するとともに、県内のＰＴＡ団体と、
子どもの健全育成に向けた保護者の役割などにつ
いて意見交換を行いました。

　日韓両国が家庭や地
域に同様の課題を抱え
ていることを再確認す
るとともに、本県のＰＴＡ
団体にとっては、江原道
の保護者の「食膳教育」
などの取組を知り、今後
につながる良い刺激と
なりました。

　子どもたちが最新の情
報機器を活用しながら学ん
でいる理科の授業などを視
察しました。

　はじめに地域のみなさんと子どもたちが以西踊りで歓迎しました。
訪問団の方が子どもたちから日本の昔の遊びを習う場面もありました。

高校生が「まんが王国とっとり」を応援！高校生が「まんが王国とっとり」を応援！高校生が「まんが王国とっとり」を応援！高校生が「まんが王国とっとり」を応援！高校生が「まんが王国とっとり」を応援！
　「まんが王国とっとり」を応援するため、県内高等学校の漫画研究部の生徒を中心として、まんがに興味
のある生徒による「高校生まんが王国とっとり応援団」を結成し、様々な活動をしています。

　応援団が執筆した作品を集めた、合
同作品集を制作しました。タイトルは
鳥取県の様々な魅力を集めたという意
味で‘とっとりコレクション’略して『と
りコレ』としました。全県の県立・市町
村立図書館や学校図書館に置いてあ
りますので、是非読んでみてください。

　『歴史・神話編』と『観光・食編』の２冊を刊行しました。応援団のメン
バーがテーマに沿って、自分たちで考えて作品を執筆しました。

　県内からもたくさんの高校生が進学している龍谷大学と県内中高生
による演奏会を開催しました。昨年度に引き続き２回目の今回は、「まん
が王国とっとり」にちなみ、アニメソング中心のプログラムでした。

　５月に発足式を行いました。
現在、全県で１４校２０9名の
メンバーが参加しています。

　今年度、計３日間にわたって、著名人との交流
会・ワークショップを行いました。

まんがの描き方ワークショップ　講師：鳥取砂丘先生（鳥取県出身漫画家）
著名人との交流会　安彦良和先生・竹宮惠子先生・株式会社ＢＡＮＤＡＩ
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　ＢＡＮＤＡＩの技術者の話を聞き、将来
を考える良い機会をもちました。

　安彦良和先生の講演では、「夢をあ
きらめない？」をテーマに、人生の教
訓となるメッセージをいただきまし
た。また、高校生のイラストへのアド
バイスもいただきました。

県内中高生と龍谷大学との連携県内中高生と龍谷大学との連携

中部版スクラム教育
　中部教育局では、中部５市町教育委員会とチームを作り、各学校での学級
経営の充実及び確かな学力の向上を目指した取組を進めています。

　市町教育委員会と各事業について成果の確認や方策の見直し等を定期的
に行い、学校の取組への支援につなげています。

学力向上に関する研修会1 2
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学級集団づくりに関する研修会

各市町教育委員会との連携

◆実践発表

◆学力テストについて
　分析方法の提案

～中部地区の課題を知り、
　各学校における確かな学力
　向上を目指して～

～学力向上の土台となる児童生徒の
　よりよい学級集団づくりを目指して～

Q-U等の結果

分析・考察

児童への具体的支援

・学級の状態は？
・どんな支援が必要？

「学力向上につながる学習
 指導と学力分析、研究推進
 体制づくり」

「大地と海の物語」公開中「大地と海の物語」公開中
　山陰海岸学習館では、山陰海岸ジオパークの魅力を紹介する３Ｄ映像「大
地と海の物語」を1月14日から上映しています。３Ｄ映像ならではの臨場感
あふれる山陰海岸ジオパークの世界を体験してみませんか。

　山陰海岸ジオパークにはさま
ざまな物語が秘められています。
広大な鳥取砂丘をつくる小さな
砂の物語、浦富海岸の複雑な海
岸線に隠された物語、そして海の
中でくり広げられる生きものたち
の物語。

　空からの映像や海中
映像、さらにはＣＧなど
による多彩な映像で、大
地と海が織りなす雄大
なジオパークの世界を
紹介します。

「大地と海の物語」とは?

３Ｄ映像

山陰海岸ジオパーク３Ｄ映像
「大地と海の物語」定期上映開始時刻

●土・日・祝日、ゴールデンウィーク、夏休み期間中
（※1回の定員は50名、整理券にて先着順、観覧無料）　

①10時～  ②11時～  ③13時～  ④14時～
⑤15時～  ⑥16時～

●上記以外の平日
①11時～  ②14時～ （左記以外の時間帯では依頼に

 応じて団体向けに上映します。）

※入館は無料です。

お問い合わせ

岩美郡岩美町牧谷1794-4
電話 0857－73－1445

鳥取県立博物館付属

学 びを拓く！
　二部小学校は、価値ある体験や様々な人との出会いを通して、自分たちの
生活をよりよいものにしていこうとする意欲や態度を身に付けた子どもを育
てたいという考えのもとに人権教育に取り組んでいます。
　特に大切にしていることは、日々の「学び」を学級・学校の外に拓き、様々な
人とつながる体験です。子ども達は、「しいたけ栽培」「すらすら音読」「クラ

ブ活動」「自由研究発表会」等の、地
域の方との世代を超えたつながり合
いを通して、周りの人に支えられて生
きていることに気づき、地域の方に感
謝の気持ちを伝えたり、地域のよさを
伝えたりするようになってきました。
　また、「ふるさと二部の一員として、
自分たちから地域を元気にしたい」
と、登下校の際に地域の方へ積極的
にあいさつをする「あいさつヤッタア
運動」（児童会主催）にも取り組み始
めています。

◎５０年もつくっておられてすごい
です。

◎しいたけが好きになりました。

◎今度は、二部のふるさと小包を
つくってみたいです。

ほだ木診断 伯耆町給食センターへ贈呈

つくったしいたけを他の小学
校の人にも食べてもらえると
うれしいです。おいしいご飯
やお汁を作ってください。

　うれしいことにこれらの取組への地域の方の参画も年々広がってきていま
す。また、子ども達からは取組に対する達成感とともに、今後もよりよい学校、
地域をつくっていこうとする意欲や自信が感じられるようになってきました。

　鳥取県では、様々な人と豊かにつながり、共に生きる姿をめざし、多
様な活動を通して人権教育に取り組んでいます。今回は、地域と連携
しながら、人権が尊重される学校づくり、地域づくりの担い手の育成
に力を入れている伯耆町立二部小学校の取組を紹介します。～様々な人との豊かなつながりを～

ひら

◎いろいろな人の前で大きな声で
読めてうれしかったです。

◎地域の方が「感動しました。」と
言ってくださったので、すごくうれ
しかったです。

訪問先：岩美町立岩美中学校・県立鳥取西高等学校
　　　 山陰海岸学習館・琴浦町立以西小学校( (

◆ＰＴＡ団体との意見交換会

◆岩美中学校を
　訪問

◆以西小学校を訪問

ほう　 き    ちょう  りつ　  に　　ぶ　しょう  がっ　こうほう　 き    ちょう  りつ　  に　　ぶ　しょう  がっ　こう

伯耆町立二部小学校の取組

問合せ先 県教委高等学校課  電話 ０８５7（26）7917

問合せ先 県教委中部教育局  電話 ０８５8（23）3251

とっ とり  さ きゅう

やすひこ よし かず たけみやけい  こ


